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【目的 】不 妊 症 の 原 因 に な る 抗精子 抗体 の 産生 機

序 を明 らか と す る た め に は患者 の リ ン パ 球 か ら 実

際 に精子に 反応す る モ ノ ク ロ ー
ナ ル 抗体 を作成す

る 必要が ある 。 しか し従 来 の 細 胞融 合 法に よ る ヒ

ト型 モ ノ ク ロ ーナ ル 抗体 の 作 製 法で は ハ イ ブ リ ド

ー
マ の 樹 立 が非 常に困 難で あ っ た 。 そ こ で 本研 究

で は患者抗体産生 B細胞 をEpstein　Barr　Virus

（EBV ）で polyclonalに 増殖 さ せ る 事 に よ り抗精子

抗体 を永 続 的 に 産生 す る B 細胞 ク ロ ーン を確立 す

る方法の 検討 を行 っ た 。 　【方 法】抗精 子抗体 を保

有す る 不 妊 症患者か ら約 3xlO
’

の 末梢 血 リ ン パ 球

を採取 し、EBV に 感染 さ せ た 後、約
一

ヶ 月間細 胞

培養 し て 、一
人 の 患 者当た り約200 個 の 形質転換

B 細 胞 を得 た 。そ れ らの 培 養 上清 の 抗精子 抗体 の

有無 をELISA と蛍光 抗体 法 で 検索 し 、 さ ら に 形質

転換 B細 胞が cluster と し て 増殖す る 事を利用 して

single 　cluster の pick　up 法 で cloning を行 っ た 。

【成 績 】3人 の 患者か ら三 種 の ヒ ト精了 に 反応す

る抗体 を安定 して 産生 す る B 細胞株が 得 られ た 。

い ずれ もIgM 抗体で 、弱 い 補 体依存性精子不 動化

活性 を示 した 。 蛍光抗体法で は い ずれ の 抗 体 も精

子 の 尾 部か ら後帽部 に 反応 し、 3 人 の 独 立 した患

者 か ら得 られ た 抗体で ある に も関わ らず、各 々 の

反応の パ タ
ー

ン は極 め て 類似 し て い た 。
ヒ トの 各

臓 器組織 に対す る 反応 で は精 巣に 対 す る 反応 は弱

く、寧 ろ 前 立腺 と精巣上体 に対 して 強 い 反応 性 を

示 し た 。 また
一．．一

部 腎尿 細管 上皮 に対 し て も反応 が

見 られ た 。 【結論】従来c］oning が難 し く、安定

し た ヒ トモ ノ ク ロ
ー

ナ ル 抗体が得 られ に くか っ た

EBV 形 質転換B 細胞法で もcluster の pick 　up 法 を用

い る こ と に よ り安 定 し た 抗精 子 ヒ トモ ノ ク ロ
ー

ナ

ル 抗体が作成 で き た 。

【目的】我々 は、精漿中の補体抑制活性の低下 と運

動精子数の減少とが相関するこ とから、補体と不妊

症発症との 関係を示唆 して きた。今回、こ の 精漿中

の補体制御因子につ い て活性及び1生状を検討したの

で報告する 、，【方法】当科及び関連病院に通院中の

不妊症男性患者よ り用手法にて精液を採取 し、精液

検査施行後の精漿を、患者の 同意を得て以下の検査

に供 した。 補体抑制活性は 、 抗体感作羊赤血球を用

い た古典経路及び、ウサ ギ赤血球を用い た第二 経路

に対する影響ををそれぞれ測定した 。 さらに 、 以下

の 方法を用い て補体制御因子の 性状を検討した 。 す

なわ ち、1＞分子量 10kDを cut 　off 値とする ミリポ

厂ン 習 け
一を溺い ぐ遠心濾過、精漿200μ 1を、

2）sodi   periodate で 15分処理、3）90℃30分

加熱、4＞ trypsinを加え37℃30分加熱、5）抗MCP

抗体ある い は抗 DAF抗体で処理、6）Con　A カラ ム

を用い たaffinity 　chromatography をそれぞれ行い 、

各処理 前後の 補体抑制活性を測定した 。 【成績】精

漿は補体活性を古典経路、第二経路ともに抑制し、

その 抑制効果は両系路にお い て正 の相関を示した。

精漿中の補体抑制活性は 、 分子量 ユOkD以上の 分画

に認め られ た。 また、加熱処理で 失活 したが 、

sodium 　periodate処理 、
　trypsin処理で は変動を認

めなか っ た。 CQn　A カ ラ ム ク ロ マ トグラ フ ィ
ー

で

は 、 吸着分画に抑制活性を認め た 。 さら に、抗

MCP抗体及び抗DAF抗体処理 によ りそれぞれ補

体抑制活性の 低下が認め られた 。 【結論】精漿中の

補体抑制因子は、分子量 10kD以上の トリプシ ン耐

性の糖蛋白質であ り、中和実験か らも、MCP及び

DAF が主要な因子で あるこ とが示唆された 。
こ れ

らの 因子の 低下が 、 精子運動障害による不妊症発症

機序の 一
つ として重要で ある と考えられる 。
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